
寺島議員の「令和８年度 市政執行方針について」のうち

「新しい社会モデルについて」のご質問からお答えいたしま

す。 

市政執行方針でお示しした新しい社会モデルとは、人口減

少や少子高齢化、物価高騰といった本市を取り巻く厳しい環

境を、単なる危機として捉えるのではなく、地域の構造をよ

り強く、持続可能なものへと転換する契機とするという趣旨

であります。 

次に「伊達まちカードの今後の展開について」であります

が、令和８年１月末現在の会員数は２万２千１８５人で、実

際の利用者は、約１万人となっております。事業運営に当た

りましては、必要な維持管理により安定した運用を継続して

おり、物産まつりの開催情報やポイントの有効期限に関する

情報発信を行って参りました。今後は、各加盟店との連携を 

より一層強化し、イベント情報に加え、施設の利用促進につ

ながる情報の発信機会を拡充するなど、効率的かつ効果的な

情報発信の強化に 努めて参ります。 

次に「道の駅と観光資源とを結びつける施策について」で

ありますが、現在、観光物産館において、地域おこし協力隊

員が作成した観光スポットや体験型コンテンツ等を紹介す

る情報カードを配布し、来館者が市内各所へ足を運ぶきっか

けづくりを進めております。また、今年度リニューアルした

だて観光協会のホームページでは、道の駅を起点とした観光

のモデルコース等を紹介しております。引き続き、観光協会

と連携を図りながら、ホームページと連動した新たな観光パ

ンフレットの作成やＳＮＳ等による情報発信の強化に取り

組み、誘客促進及び観光消費の拡大につなげて参ります。 

次に、 「令和８年度教育行政執行方針について」のうち 「「だ

て学」の各学校での取組状況について」のご質問ですが、 

「だて学」につきましては、各学校において教育課程に位

置付け、全体計画の作成及び提出を求めております。また、



各校が実施する「だて学」の発表会や成果発表の場に参観し、

児童生徒の学びの様子や成果を直接確認するとともに、必要

に応じて指導・助言を行っております。 


